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自然の美しさを生かし
観光都市づくのにつとめる c

肱川の流れや、その周囲をきれいにする。

道路や公園をととのえ、まちぜんたいを気持ょく
する。
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市の人口(9月1日)

人口 38，318人
男 18.177人女
世帯数 10，430世帯
面 積 240.93平方キロメートノレ
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。

一
」
の
、
と
お
と
い
精
神
を
も
と
に
し
て
一
。
生
後
三
カ
月
以
上
の
犬
は
、
市
保
険

一
行
わ
れ
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
一
一
間
生
課
に
届
出
て
必
ず
登
録
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州
問
綿
織
鰍
鰍
麟
機
欄
繍
繍
繍
駒
山
間
一
新
し
い
姿
を
雲
具
に
集
約
し
た
も
の
で
一
な
お
、
こ
の
室
具
版
は
限
定
出
版
で
一

O
労
働
者
住
宅
確
保
奨
励
金
(
中
高
年

成
一
力
に
よ
り
、
祖
先
か
ら
受
け
つ
い
だ
美
一
が
容
易
で
各
家
庭
に
も
広
く
植
栽
さ
れ
一

dLir-勝縦
横
離
韓
議
議
機
一
文
字
ど
お
り
、
日
で
見
る
市
誌
と
も
い
一
す
の
で
な
く
な
り
ま
し
た
ら
、
申
込
み
一
齢
者
を
採
用
入
居
さ
せ
る
住
宅
の
確

一

一

一

山

v

l

ぷ

J

J

ρ

J

N

一
点
絡
線
議
機
関
怜
阪
際
険
協
際
調
機
可

5
4
i
jト
レ
ト
t
b
総

縦

防

総

訟

山

一

一

一

完
一
し
い
自
然
を
更
に
実
の
あ
る
も
の
に
レ
一
て
お
り
、
ま
た
市
は
富
士
山
に
つ
つ
じ
〓
J
5
j
i
f
-
-
t
i
p
i
!
i
j
j
i
;
i
!
;
一
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
妄
付
け
を
打
切
り
ま
す
の
で
ご
了
京
く
一
保
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
て
い
こ
う
と
各
機
関
、
団
体
の
代
表
者
一
園
を
つ
く
り
、
将
来
更
に
増
植
を
計
画
一
群
落
の
保
護
お
よ
び
各
家
庭
へ
の
首
及
一
及
増
進
に
よ
っ
て
、
市
民
一
人
一
人
の
一
昭
和
四
十
七
年
に
は
、
わ
が
郷
土
の
一
だ
さ
い
。
一

O
そ
の
他
、
雇
用
促
進
融
資
と
し
て
、

一
お
よ
び
、
学
識
経
験
者
に
よ
り
「
大
洲

τ、
既
に
大
洲
市
の
象
徴
的
な
花
木
と
一
等
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
ゆ
く
方
針
一
心
の
中
に
自
然
を
愛
し
豊
か
な
情
操
村
山
一
生
い
た
ち
と
、
そ
の
全
貌
を
ま
と
め
た
一
申
込
先
一
労
働
者
住
宅
設
置
資
金
@
福
祉
施
設

一
市
花
木
選
定
委
員
会
」
を
設
け
「
慎
重
一
し
て
成
熟
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
で
あ
り
ま
す
。
一
つ
ち
か
わ
れ
、
地
域
共
同
社
会
の
連
市
一
「
大
洲
市
誌
」
を
発
刊
、
そ
の
際
に
集
一
旧
犬
洲
町
の
方
は
、
市
立
図
書
館
一
設
置
資
金
等
が
あ
り
ま
す
。

一
な
と
審
議
を
願
っ
て
ま
い
っ
た
の
で
あ
一
今
後
市
で
は
、
公
園
、
公
共
施
設
を
一
市
制
二
十
周
年
を
記
念
し
て
明
る
く
一
感
が
更
に
漆
ま
り
ま
す
よ
う
市
民
各
位
一
め
ら
れ
た
貴
重
な
資
料
お
よ
び
躍
進
す
一
内
大
洲
市
誌
編
纂
会
事
務
局
一
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
職
安
ま
で
お

一
り
ま
す
o

」
一
中
心
と
レ
て
つ
つ
じ
園
の
充
実
を
図
る
一
住
み
よ
い
宋
来
を
象
徴
す
る
市
の
花
木
一
の
一
層
の
ご
協
力
を
切
に
お
ね
が
い
す
一
る
わ
が
郷
土
大
洲
市
の
姿
を
室
具
で
見
一
各
連
絡
所
の
方
は
、
連
絡
所
へ
申
一
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
市
は
そ
の
結
果
に
も
と
づ
き
、
市
に
一
と
と
も
に
、
山
つ
つ
じ
な
ど
自
生
す
る
一
と
し
て
決
定
し
た
、
「
つ
つ
じ
」
の
普
一
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
て
い
た
だ
こ
う
と
、
市
制
二
十
周
年
に
一
込
み
く
だ
さ
い
。
一
大
洲
公
共
職
業
安
定
所

一
般
金
計
補
正
予
算

自

治

功

労

者

を

表

彰

会
場
で
は
、
文
化
展
、
民
族
資
制
民
、

南
予
の
物
産
と
観
光
展
、
生
活
展
な
ど

多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

× 

× 

郵

便

局

か

ら

お
願
い

犬はつまい詰

ま
し
ょ

っ



(2) 日2 0 昭和 49年 9月専属雄三干持

国
民
年
金
法
の

一
部
改
正

福
祉
年
金
額
の
引
上
げ

捗欄

1除

大
洲
・
喜
多
持
別
養
護
老
人
ホ
1
ム

「
と
み
す
寮
」
が
開
-
設
三
周
年
を
迎
え

九
月
五
日
午
前
十
時
か
ら
同
寮
に
お
い

て
記
念
行
事
が
行
わ
れ
老
人
た
ち
を
慰

め
ま
し
た
。

乙
の
日
は
、
大
淵
市
長
が
出
席
し
、

老
人
の
各
部
屋
を
訪
れ
、
豆
+
=
一
人
分

の
浴
衣
や
下
着
類
を
お
祝
い
に
贈
り
一

人
一
人
老
人
の
手
を
握
っ
て
ホ
1
ム
生

活
を
励
ま
し
ま
し
た
。

続
い
て
大
削
民
謡
会
員
の
方
々
が
民

謡
と
踊
り
を
披
露
、
地
元
の
人
が
ア
コ

1
デ
オ
シ
演
奏
、
さ
ら
に
職
員
が
変
装

し
て
持
設
健
康
診
断
を
行
う
に
併
せ
て

ハ
ク
イ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
に
変
装
し
た
女

子
職
員
が
軽
快
な
ハ
ワ
イ
ア
シ
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
あ
わ
せ
て
各
部
屋
を
踊
り
抜
き

老
人
た
ち
を
楽
レ
ま
せ
ま
し
た
。

乙
の
ホ
1
ム
に
入
っ
て
い
る
老
人
た

ち
の
九
割
は
寝
た
き
り
で
す
が
、
そ
れ

で
も
こ
の
日
ば
か
り
は
、
す
っ
か
り
気

分
を
良
く
し
、
歌
を
口
ず
さ
み
、
手
拍

子
も
出
て
楽
レ
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま

し
た
。

大
洲
市
指
定
天
然
記
念
物

宇

津

の

ネ

ズ

ミ

サ

シ

所

在

地

田

町

宇

所

有

者

野

淳
大菅

り
周
二
・
=
一
七
メ
ー
ト
ル
高
さ
十
七
+
月
四
日
の
消
印
有
効
)
・

メ

ー

ト

ル

で

樹

勢

は

旺

盛

で

す

。

ホ

試

験

の

期

日

・

場

所

一

相

談

の

ご

案

内

ズ
ミ
サ
シ
は
小
喬
木
(
け
う
ぼ
く
)
第
一
次
試
験
は
昭
和
四
十
九
年
十
一
一
交
通
事
故
相
談
日

に
な
り
ま
す
が
、
乙
の
木
は
県
内
で
月
九
日
午
前
九
時
か
ら
大
洲
市
民
一
一

時

I
M時

も
最
豪
語
す
る
も
の
と
考
え
ら
会
館
中
ホ
I
ル
で
行
い
ま
す
。
一
犬
訓
市
役
所
第
一
会
議
室

れ

ま

す

。

な

お

、

第

二

次

試

験

は

十

月

下

旬

一

人

権

相

談

日

永
ズ
ミ
サ

γは
ホ
ズ
・
ム
ロ
な
ど
第
一
次
試
験
合
略
者
に
通
知
し
ま
一

と

も

い

わ

れ

て

ヒ

ノ

キ

科

に

隠

し

、

す

。

一

1
月
2
日

1
時

t
m時

別

(

せ

き

)

の

あ

る

=

一

個

の

葉

は

硬

そ

の

他

一

旧

大

洲

公

会

堂

内

社

会

福

祉

協

議

会

く
鋭
く
と
が
っ
て
泳
三
(
鼠
)
を
受
験
に
関
す
る
お
問
合
せ
に
は
市
一
事
務
室
。

刺
す
ほ
ど
で
あ
る
と
の
た
と
え
か
ら
役
所
総
務
部
人
事
課
(
電
話
④
一
一
一
盛
と
と
相
談
日

乙
の
名
が
あ
り
ま
す
o

二

一

)

で

お

答

え

し

ま

す

一

ー

は

ι
t
m時

Illi--lill1111jli--

目

8

・l
E』
，

h

ま

た

こ

の

木

の

葉

を

焼

け

ば

異

薫

あ

な

た

の

企

業

に

一

P

U
配

グ

を

発

す

る

の

で

、

中

国

で

は

近

世

ま

一

で
蚊
と
り
暴
言
し
た
o

退

職

金

制

度

を

一

庁

管

一
旧
大
洲
公
会
堂
内
社
会
福
祉
協
議
会

ネ
ズ
ミ
サ
シ
の
市
指
定
木
は
、
と
十
月
は
「
中
小
企
業
退
職
金
宍
済
制
一

-

一

事

務

室

。

の
木
の
ほ
か
に
八
多
害
防
手
成
の
火
一
度
加
入
促
進
月
間
」
で
す
。
と
の
制
度
一

防
地
蔵
堂
境
内
に
一
株
が
あ
り
ま
す
一
は
、
国
の
援
閣
で
、
大
企
業
な
み
の
退
官
児
童
相
談
日

市
教
育
委
員
会
一
撃
が
支
給
で
き
る
よ
う
に
と
昭
和
三
一
普

H
U
H
H
I
H
-
-
u
l
u
-
-
十
四
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
宇
一
市
福
祉
事
務
所

一
退
職
金
に
は
国
庫
補
間
金
が
つ
き
、

7

2

2

少

。

日

本

国

籍

を

有

し

、

地

方

公

務

員

一

一

級

協

膨

務

勿

勿

移

勿

政

吸

収

激

務

扱

汁

川

勤
務
年
数
に
前
し
て
、
よ
り
多
額
の
蒸

Npe袋
幾
制

法
第
土
ハ
条
に
警
し
な
い
者
。
一
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
し
く
み
に
な
っ
一
:
震
務

V伏

初
任
給
(
予
定
)
一
て
い
ま
す
の
で
、
従
業
員
の
定
着
を
図
一
総
務
総

Z
Z勾
変
探
知
仰

こ
だ
し
、
震
に
つ
い
て
は
保
母
一
高
校
卒
五
九
、
二

O
O円
一
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。
芝
、
事
業
団
一

9
月
幻
日
中
央
病
院
④
4
5
5
1

書
詰
盟
二
日
昨
日
目
詰
一
間
一
一
説
諮
問
一
一

uht

…

み

を

含

む

)

一

イ

1
、
調
理
員
は
と
れ
よ
り
低
額
一
全
部
退
職
釦
に
あ
て
ら
れ
ま
す
の
で
、

7

m日
ヂ

ヂ

O
年

ム

一

了

性

別

一

と

な

り

ま

す

。

一

い

っ

そ

う

有

利

に

な

る

わ

け

で

す

。

一

p
m日

9

ナ

土
木
技
術
職
員
、
保
母
は
昭
和
二
一
な
お
、
乙
の
外
諸
手
当
と
し
て
条
一
更
に
、
こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
一

h
r
m
日

h

V

9

土
ハ
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
一
例
に
定
め
る
扶
養
手
当
、
葉
動
〈
棄
は
従
業
員
の
た
め
の
社
宅
、
寮
、

7
幻

日

夕

ク

二
年
四
月
百
ま
で
に
生
ま
れ
た
一
勉
手
当
、
通
勤
室
、
香
住
居
一
更
衣
室
、
休
養
室
な
ど
の
福
祉
厚
生
施
蓄
時
間
午
前
八
壁
1
午
後
六
時

者
(
技
術
は
男
子
、
保
母
は
女
子
一
手
当
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
一
設
を
つ
く
る
資
金
の
融
資
も
受
け
ら
れ
一

I
l
l
i
-
-
-

調

理

員

、

書

は

昭

和

十

四

年

四

一

申

込

み

言

語

一

黙

認

muqの
金

問

機

関

に

一

削

劃

倒

闘

訓

脚

月

二

日

か

ら

昭

和

三

士

号

四

月

一

昭

和

四

十

九

年

九

月

二

十

四

日

か

一

一

除

山

山

山

山

山

川

山

川

山

山

川

明

一

一

な

お

、

乙

の

制

度

に

つ

い

て

の

く

わ

一

n
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
M

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子
(
但
一
ら
昭
和
四
十
九
年
十
月
四
門
量
で
一
し
い
と
と
は
市
商
工
観
光
課
ま
た
は
、
一
!
新
刊
図
書
案
内
ー

し
、
調
理
員
は
昭
和
一
一
一
十
霊
四
一
の
執
務
時
間
中
市
役
所
人
事
で
石
工
会
議
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
一
少
年
少
女
太
平
洋
撃
の
記
録

月

一

日

ま

で

)

一

受

付

け

ま

す

0

(

郵

送

の

場

合

は

(

商

工

観

光

課

)

一

H
H
H
H
H
U
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
U
H
H
I
H
H
H
U
H
H
U
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
I
l
l
i
-
-真
珠
湾
と
マ
レ
l
電
撃
戦

効
一
積
算
混
度
(
一
日
の
平
均
一
温
度
よ
三

2
南
太
平
津
の
激
戦

農

事

メ

モ

り

一

O
度
を
差
引
い
て
合
計
し
た
も

=

8
ピ
ル
マ
大
ジ
ャ
ン
グ
ル
戦

〈

』

の

)

が

四

五

O
t四
六
露
で
あ
り
一
一

4
中
部
太
平
洋
の
大
海
戦

稲

の

収

穫

は

合

理

的

に

し

た

が

っ

て

刈

取

り

適

器

、

出

穂

一

一

5
7
Dピ
ン
攻
防
戦

期
か
ら
四
十
五
日
l
五
十
五
日
(
早
一
一

6
中
国
大
陸
の
戦
野

の
良
し
悪
し
が
米
の
品
質
に
大
き
く
生
種
は
短
か
く
、
晩
生
意
は
長
い
)
一
一

7
沖
縄
・
硫
黄
島
の
死
闘

影
響
す
る
も
の
で
す
。
が
目
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。

=

8
日
本
の
悲
劇
8
月
日
日

特
に
大
洲
市
の
刈
阪
乾
燥
期
に
お
大
洲
市
農
協
に
お
い
て
は
、
昨
年
三
ど
う
わ
の
本
棚

い
て
は
、
霧
の
発
表
多
く
、
費
度
よ
り
コ
シ
パ
イ
ン
ラ
イ
ス
セ
シ
ニ

1
プ
カ
プ
カ
島
た
ん
貯
ん
(
(
章
介

乾
燥
で
は
長
期
間
乾
燥
を
続
け
ま
す
タ
1
利
用
に
よ
る
刈
版
乾
燥
調
整
一
一
一

2
先
生
の
お
と
お
り
だ
い
(
中
野
)

の
で
、
乙
の
聞
に
雨
に
当
っ
て
湿
気
貴
重
量
業
を
行
っ
て
お
り
、
出
荷
三

3
八
月
が
く
る
た
び
に
(
お
お
え

を
吸
い
、
ま
た
乾
燥
す
る
と
い
う
繰
の
状
況
も
品
質
も
よ
く
三
等
米
が
主

=

4
わ
ん
ぱ
く
テ
ッ
ち
ゃ
ん
(
竹
野
栄

り
返
し
に
よ
り
品
質
が
惑
く
、
せ
っ
体
で
良
い
成
績
を
あ
げ
て
お
り
、
今
一
一

5
ご
き
げ
ん
な
が
あ
が
(
早
船
ち
よ

か
く
品
質
の
良
栄
を
つ
く
り
な
が
年
も
請
負
作
業
を
す
る
計
画
で
す
o

ニ

6
乙
ぶ
た
プ
ワ
タ
(
契
利
子
)

ら
出
荷
時
に
は
下
級
米
(
四
等
以
下
大
洲
米
は
品
質
が
良
く
な
い
と
い
一
一

7
か
い
じ
ゅ
う
ム
ズ
シ
グ
(
寺
村
)

の
も
の
)
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
る
悪
評
を
な
く
す
う
え
に
も
、
二

8
ふ
と
っ
た
き
み
と
や
せ
た
ぼ
く

こ
の
事
が
大
洲
市
稲
作
の
問
題
点
と
ま
た
省
力
化
を
す
す
め
る
た
め
に
も
こ

9
と
ら
と
ら
ね
ζ
ち
ゃ
ん
(
上
崎
)

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
稲
の
収
穫
作
業
は
合
理
的
に
行
い
ま
こ

ωさ
あ
ゆ
け
ノ
ロ
ボ
ッ
ト
(
大
石
真

米
の
盛
期
は
、
出
穏
期
か
ら
の
有
し
よ
う
o

大
淵
呂
田
業
改
良
普
及
所
ニ
日
も
ぐ
ら
の
う
た
(
木
島
始
)

孟
ロ
み
ど
り
い
ろ
の
新
聞
(
安
藤
)

子津

大
野
家
裏
山
の
標
高
約
六
十
メ
ー

ト
ル
地
西
に
菅
田
盆
地
を
見
お
ろ
し

北
に
は
緑
の
神
南
山
を
目
前
に
し

て
、
見
は
ら
し
の
よ
い
と
乙
ろ
に
大

野
家
の
墓
地
が
あ
り
ま
す
。

乙
の
墓
地
の
隅
に
永
ズ
ミ
サ
シ
が

直
立
し
て
い
ま
す
。
と
の
木
は
単
幹

で
根
回
り
三
・
一
メ
ー
ト
ル
、
目
通

九
月
期

ヲ三

第
十
一
回
老
人
ク
ラ
プ
大
会

月
額
六
千
五
百
円
を
月
額
九
千
八
百
五
月
か
ら
九
月
ま
で
の
五

円

に

。

ヵ

月

分

福
祉
年
金
等
の
支
払
の
特
例
一
月
期
+
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
一
昭
和
四
十
九
年
度
大
開
市
職
員
の
採
一
祭
母

昭
和
四
十
九
年
度
の
特
例
措
置
と
レ
=
一
カ
月
分
一
用
試
験
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。
一
調
理
員

て
o
各
福
祉
年
金
お
よ
び
老
齢
特
別
給
五
月
期
五
十
年
一
月
か
ら
四
月
ま
一
襲
撃
・
採
用
予
定
人
員
一
受
験
資
格

付

金

の

支

払

は

九

月

の

支

払

期

よ

り

次

で

の

四

カ

弓

一

土

木

技

術

職

員

約

三

辛

口

一

O
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が
、
高
等
学
一

の

よ

う

に

な

り

ま

す

。

一

保

母

約

六

名

一

校

卒

業

担

何

度

を

必

要

と

し

ま

す

。
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昭
和
四
十
九
年
九
月
か
ら
国
民
年
金
一
九
年
九
月
か
ら
実
施
)

法
の
-
部
が
改
正
さ
れ
福
祉
年
金
額
の
一
。
老
齢
福
祉
年
金

引
上
げ
が
実
施
さ
れ
ま
レ
た
。
一
月
額
五
千
円
を
月
額
七
千
五
百
一

今

回

の

改

正

は

、

高

齢

者

、

必

身

障

一

円

に

。

一

害

者

、

母

子

家

庭

の

生

活

実

態

が

年

金

石

童

福

祉

年

金

一

制

度

に

対

す

る

依

存

度

を

一

一

層

深

め

つ

一

一

級

障

害

一

つ
あ
る
現
状
に
よ
り
、
受
給
者
の
最
も
一
月
額
七
千
五
百
円
を
月
額
一
万
一
千
一

多

い

福

祉

年

金

の

充

実

が

図

ら

れ

ま

レ

一

三

百

円

に

。

一

た

。

一

二

級

障

害

一

改
正
の
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
一
月
額
五
千
里
月
額
七
千
五
百
一
第
十
一
回
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
一
大
会
の
あ
と
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ

で

す

。

一

円

に

。

一

が

九

月

士

百

大

洲

市

民

会

館

大

ホ

l
一
る
な
ど
楽
し
い
一
日
を
す
ご
し
ま
し
た

福
祉
年
金
額
の
引
上
げ
(
昭
和
四
十
一
。
母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
玄
関
か
れ
、
老
人
福
祉
功
労
者
の
表
一
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
I
l
l
i
-
-ー
一
彰
や
ク
ラ
ブ
活
動
発
表
な
ど
行
わ
れ
ま
一
す
。

B

‘

l
-

一O
十

八

歳

未

満

の

児

童

を

三

人

以

上

養

一

レ

た

。

一

児
童
手
当
額
一
育
レ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
天
以
上
一
乙
の
大
会
に
は
、
約
干
人
の
老
人
が
一

・

7
1
、
、
一
が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
重
で
あ
る
一
参
加
し
た
な
か
で
、
老
人
福
祉
功
労
者
一

Jqコ
ヲ

I
J
レ
v
，

一

乙

と

。

一

や

優

良

老

人

ク

一

フ

プ

な

ど

を

表

彰

し

、

一

児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
児
一

O
本
人
の
前
年
の
収
入
が
一
定
の
額
に
一
記
念
品
を
贈
り
、
ま
た
、
米
寿
(
八
十
一

軍
当
額
が
四
十
九
年
古
か
ら
月
額
一
満
た
な
い
こ
と
で
す
o

一
八
歳
)
遣
え
ら
れ
た
四
士
一
人
と
百
一

四
千
円
(
い
ま
ま
で
月
額
三
千
円
)
に
一
受
給
資
格
が
あ
る
方
で
ま
だ
請
求
手
一
歳
に
な
ら
れ
た
最
高
齢
者
一
一
人
に
主

主
げ
ら
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
レ
た
。
一
警
の
し
て
い
な
い
方
は
、
市
福
祉
事
一
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
一

児
童
手
当
は
、
次
の
要
件
に
あ
て
は
一
務
所
ま
た
は
各
連
絡
所
へ
請
求
の
手
続
一
乙
の
あ
と
、
ク
ラ
ブ
活
動
発
表
や
「
一

ま
る
と
き
支
給
さ
れ
ま
す
。
一
き
を
レ
て
く
だ
さ
い
。
一
生
活
を
保
障
す
る
国
民
年
金
制
度
の
確
一

O
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
日
本
国
民
一
な
お
、
詳
レ
い
こ
と
は
市
福
祉
事
務
一
立
と
所
得
制
限
の
撤
廃
を
期
す
」
な
ど
一

で
あ
る
乙
と
。
一
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
五
項
目
を
大
会
決
議
し
ま
レ
た
。

老
人
福
祉
功
労
者
を
表
彰

第 223号

〔
大
洲
市
長
表
彰
〕

老
人
福
祉
功
労
者

毛
利
盛
義
・
山
本
見

優
良
老
人
ク
一
ブ
プ

久
米
福
寿
会
・
長
(
皇
同
起
会

大
成
老
人
ク
一
フ
プ
連
合
会

〔
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰
〕

老
人
福
祉
功
労
者

矢
野
寿
春

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

五
郎
互
郷
会

〔
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

付受市
けけ職
員
を
募
集

9
月
M
日

t
m月
4
日

菊
地
茂
逼
・
谷
岡
薫
秋
・
富
永

安
吉
・
山
中
章
一
雄
・
平
井
愛
国

松
本
実
衛
・
菊
地
満
保
・
弘
岡

キ
ク
コ

五勺

名名

今
年
度
の
稲
作
は
、
七
月
低
温
・

八
月
高
温
の
天
候
と
な
り
、
生
育
初

期
は
集
い
も
ち
病
の
発
生
が
多
く
、

軟
弱
徒
長
の
作
柄
で
し
た
が
、
中
期

よ
り
生
育
は
持
ち
な
お
レ
、
昨
年
同

様
豊
作
型
と
な
る
よ
う
で
す
。

な
お
、
出
穏
期
は
、
平
年
に
比
し

て
早
生
二
日
、
院
生
四

t
五
日
程
度

早
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
こ
の
よ
う
に
、
多
収
穫
が
予
想
さ

一
れ
る
今
年
の
稲
の
作
柄
で
す
が
、
と

一
れ
か
ら
は
お
い
し
い
米
づ
く
り
の
た

一
め
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

一
期
で
あ
り
、
刈
取
時
期
お
よ
び
乾
燥


